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【著者】古村 学 （こむら・まなぶ） 

宇都宮大学国際学部講師。大阪大学大学院人間科学研究科修了、博士（人間科学）。主な研究領域は、村落社

会学、知識社会学、社会人間学。主要著作等に、「日本の離島における観光――自然観光からエコツーリズム

へ」（藤巻正己・江口信清編『グローバル化とアジアの観光――他者理解の旅へ』ナカニシヤ出版、2009 年）、宇

都宮大学国際学部古村研究室編『地域社会論 I 実習調査報告書 地域から未来を見つめる』（宇都宮大学国際

学部古村研究室、2011~2014 年）。 

「自然」「素朴」「ゆっくり」「楽園」……、「不便」「僻地」… 

島の人々のすがたから、わたしたちは何を見出すのか。 

 

「エコツーリズムを支えるグローバルな自然観は、「自然環境主

義」に基づく自然保護と同じ価値観である。それとは異なる離島

ごとのローカルな自然観、この二つの関係性に注目していく。そ

のうえで、それぞれの離島ごとに、そこで生活する人々にとって

のエコツーリズムの意味を考えたい……」（「序章」より） 
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